
１．各設問がどのように「終わるのか（＝ゴール）」を意識できるようになる 

合格サポート定期便 9月号 レジュメ 
（※無断複写・複製を禁じます。） 

２．応用編 
①出題者の意図に沿った解答を作成する際のポイント 

経営戦略上のゴール 

or 

組織上のゴール 

組織管理上のゴール 

人的資源管理上のゴール 

・新たな収益基盤の確立 
・収益の改善 

組織形態や組織原則が 
戦略に合致している 

・外部資源がマネジメントできて
いる 
・組織変革が推進できてい 
る 

・高いモラールが維持できている 
・採用・評価・育成能力開発がで 
きている 
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１．各設問がどのように「終わるのか（＝ゴール）」を意識できるようになる 

２．応用編 
①出題者の意図に沿った解答を作成する際のポイント 

経営戦略上のゴール 

マーケティング戦略上の 

ゴール 

コミュニケーション戦略 

・プロモーション戦略上 

・インターナルマーケティングのゴール 

・顧客関係強化 
・既存客獲得 
・能力と意欲向上 

・新規顧客獲得 
・固定客化・クチコミ発生 

・収益の改善 
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１．各設問がどのように「終わるのか（＝ゴール）」を意識できるようになる 

２．応用編 
①出題者の意図に沿った解答を作成する際のポイント 

・新たな収益基盤の確立 
・収益の改善 経営戦略上のゴール 

生産戦略上の 

ゴール 

生産管理上のゴール 

・在庫問題解消 
・納期遅延解消 

・短納期対応 
・多品種化対応 
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★平成26年 事例Ⅰ 第1問（配点20点） 

Ａ社は、小規模ながら大学や企業の研究機関と共同開発した独創的な技術を
武器に事業を展開しようとする研究開発型中小企業である。わが国でも、近
年、そうしたタイプの企業が増えつつあるが、その背景には、どのような経営
環境の変化があると考えられるか。120字以内で答えよ。 

時制は「過去」で、「変化」を書かせる問題だが、「考えられるか」という表現から「情報
なし」の可能性がある 

★平成26年 事例Ⅰ 第2問（配点20点） 
A社は、創業期、大学や企業の研究機関の依頼に応じて製品を提供してきた。
しかし、当時の製品の多くがA社の主力製品に育たなかったのは、精密加工

技術を用いた取引先の製品自体のライフサイクルが短かったこと以外に、ど
のような理由が考えられるか。100字以内で答えよ。 

時制は「過去」で、「理由」を書かせる問題なので「情報なし」と考えられる 
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★平成26年 事例Ⅰ 第3問（配点20点） 
2度のターニング・ポイントを経て、A社は安定的成長を確保することができる
ようになった。新しい事業の柱ができた結果、A社にとって組織管理上の新た
な課題が生じた。それは、どのような課題であると考えられるか。100字以内で
答えよ。 

時制は「今後」で「課題」を書かせる問題だが、「考えられるか」という表現から「情報な
し」の可能性がある 

★平成26年 事例Ⅰ 第4問（配点20点） 
A社の主力製品である試験管の良品率は、製造設備を内製化した後、60%ま

で改善したが、その後しばらく大幅な改善は見られず横ばいで推移した。とこ
ろが近年、良品率が60％から90％へと大幅に改善している。その要因として、
どのようなことが考えられるか。100字以内で答えよ。 

時制は「過去（現在）」で、「要因」を書かせる問題だが、「考えられるか」という表現か
ら「情報なし」の可能性がある 
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★平成26年 事例Ⅰ 第5問（配点20点） 
A社は、若干名の博士号取得者や博士号取得見込者を採用している。採用し

た高度な専門知識をもつ人材を長期的に勤務させていくためには、どのような
管理施策をとるべきか。中小企業診断士として100字以内で助言せよ。 

時制は「今後」で「管理施策」を書かせる問題。「情報なし」と考えられる 
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創業期 近年（現在） 

研究開発型中小企業増加 変化 

新しい事業の柱 
ができた結果 

新たな課題 

良品率が大幅に改善 要因 

専門人材の長期的勤務 

理由 主力製品に育たなかった 

近年（今後） 

第1問 

第2問 

第3問 

管理 
施策 

第4問 

第5問 
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【ゴールに使える情報】 
５段落 
 
■技術革新スピードが速く、製品ライフサイクルが短い。そのため、サプライヤーは、  

新しい技術や新しい製品を取引先に提案することができなければ取引を継続させて
いくことは難しい→過去（現在） 
６段落 
 

■取引先の要望を超えるアイデアを提案することによって存続と成長を実現してきた
のである。 

■精密ガラス加工技術の関連技術を広げながら、今日の研究開発型企業へと発展を
遂げてきた→過去（現在） 
９段落 
 
■ここ数年、さらに高精度の分析が可能な製品へと進化を遂げた→過去（現在） 
１１段落 
 
■必要な研究開発費を捻出することがもうひとつの重要な経営課題→過去 
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創業期 近年（現在） 

研究開発型中小企業増加 変化 

新しい事業の柱 
ができた結果 

新たな課題 

良品率が大幅に改善 要因 

専門人材の長期的勤務 

理由 主力製品に育たなかった 

近年（今後） 

第1問 

第2問 

第3問 

管理 
施策 

第4問 

第5問 

過去の根拠が対応する 
→５ ６ ９ 11 
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★平成26年 事例Ⅰ 第2問（配点20点） 
A社は、創業期、大学や企業の研究機関の依頼に応じて製品を提供してきた。しかし、
当時の製品の多くがA社の主力製品に育たなかったのは、精密加工技術を用いた取

引先の製品自体のライフサイクルが短かったこと以外に、どのような理由が考えられる
か。100字以内で答えよ。 

例① 時制：過去、情報なし 

解答構成

単発的な仕事をひとり
だけでこなす体制

関連技術を広げる製
品開発に繋がらな
かった

情報なし情報あり

加工技術の関連技術
を広げながら、今日の
研究開発型企業へと
発展を遂げてきた

情報あり

取引先の要望を超え
るアイデアを提案する
ことによって存続と成
長を実現してきた

情報あり

解答構成

大学などの研究機関
の依頼による開発

営業部門が介入でき
ないため、市場のニー
ズを活かした製品改
良ができなかった

情報なし情報あり
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②因果関係を意識して編集できるようになる 



【出題の趣旨】 
精密ガラス加工メーカであるA社とA社をサプライヤーとして採用いる取引先との関係
に焦点をおいて、創業期からA社が長期間にわたって主力製品を確立することできな
かった理由に関する基本的理解力・分析を問う問題である。 

例① 時制：過去、情報なし 

解答構成

単発的な仕事をひとり
だけでこなす体制

関連技術を広げる製
品開発に繋がらな
かった

情報なし情報あり

加工技術の関連技術
を広げながら、今日の
研究開発型企業へと
発展を遂げてきた

情報あり

取引先の要望を超え
るアイデアを提案する
ことによって存続と成
長を実現してきた

情報あり

解答構成

大学などの研究機関
の依頼による開発

営業部門が介入でき
ないため、市場のニー
ズを活かした製品改
良ができなかった

情報なし情報あり
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★平成26年 事例Ⅱ 第4問（配点20点） 

現社長は、介護付きツアーの客単価を高くすることを目指している。そのためには、ど
のような新商品を開発すべきか、もしくは既存商品をどのように改良すべきか。助言内
容を80字以内で述べよ。 
ただし、B社が単独で提供し、X市内の顧客に対して展開する商品に限定する。 

例② 時制：今後、情報なし 

かつての「商品見直し」経験（ノウハウ）の情報

多数の参加申込書が
寄せられた

情報あり

安定的な商品供給体
制を整備

情報あり

国内旅行限定の添乗
員付きパック・ツアー

ホームヘルパー2級の
資格を取得、他の社
員にも関連資格の取
得を奨励、新しい商品
に適した社員を採用

情報あり情報あり

安定的な商品供給体
制を整備する

海外旅行ツアーや3泊
4日よりも長いツアー
を開発

情報なし

外国語が得意な社員
やホームヘルパー1級
の資格者を採用/資
格取得を奨励

情報なし 情報なし
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【出題の趣旨】 
効率的にB社の介護付きツアーの客単価 （1世帯 1回あたりの平均利用金額）向上を
実現する、新商品開発・既存商品改良を提案する能力を問う問題である。  

例② 時制：今後、情報なし 

かつての「商品見直し」経験（ノウハウ）の情報

多数の参加申込書が
寄せられた

情報あり

安定的な商品供給体
制を整備

情報あり

国内旅行限定の添乗
員付きパック・ツアー

ホームヘルパー2級の
資格を取得、他の社
員にも関連資格の取
得を奨励、新しい商品
に適した社員を採用

情報あり情報あり

安定的な商品供給体
制を整備する

海外旅行ツアーや3泊
4日よりも長いツアー
を開発

情報なし

外国語が得意な社員
やホームヘルパー1級
の資格者を採用/資
格取得を奨励

情報なし 情報なし
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